
A Narrative Analysis of Siblings of Children with Pediatric Hematologic and Oncologic Disease: The Process of Giving Meaning to Their Brother or Sister’s Illness 
2019 Vol.21 p.11 - p.22  

ᑠඣ⾑ᾮ・⭘⒆⑌ᝈᝈඣのきょうだいのࢼラࢸィヴ 

㸸同⬊の⑓いを自ศのே生に఩置࡙けていくࣟࣉセスとព࿡࡙け 
 
᪩ᕝ ┿ᱜ子 おⲔのỈዪ子大学大学院 ே間文化๰ᡂ⛉学研✲⛉ 

 
要約 

本研✲では㸪ᑠඣ⾑ᾮ・⭘⒆⑌ᝈᝈඣの඗ᘵጜጒが主య性をもって行うࠕព࿡࡙け にࠖ╔┠し㸪඗ᘵጜጒ（以

ୗ㸪きょうだい）がᝈඣ（以ୗ㸪同⬊）の⑓いをどのようにయ㦂し心理的に受けとめ㸪そしてそれを自ศの

ே生にどのように఩置࡙けていくのか㸪そのࣟࣉセスを᫂らかにすることを┠的とした。20 代のきょうだい

2 名をᑐ㇟にಶูの༙ᵓ㐀化㠃᥋によるラ࢖フスࢺーリー・࢖ンタࣅューを実᪋し㸪㉁的ᖐ⣡的ศᯒを行っ

た。⤖ᯝ㸪同⬊の⑓いはᐙ᪘やきょうだいの生活に✺↛㝆りかかってきたものであり㸪同⬊の⑓いによるᐙ

᪘関係や生活のኚ化の受けとめには㸪同⬊発⑓時のきょうだいの年㱋㸪同⬊の㜚⑓生活を㏦っていくうえで

の方㔪やその共有≧ἣがᙳ㡪すると考えられた。A Ặは㸪⌧在の自ศ自㌟の౯್観やே生と⤖びつくものと

して㸪同⬊の⑓いを఩置࡙けていた。一方㸪B Ặは同⬊の⑓いにព࿡を見ฟしながらも㸪自ศのே生と同⬊

の⑓いとを⤖びつけるようなㄒりは得られなかった。このような㸪きょうだいのព࿡࡙けの⛬度におけるᕪ

␗には㸪ಶேのパーࢼࢯリࢸィやラ࢖フスࢸージ㸪同⬊の἞⒪࡬の関୚などᵝࠎな要ᅉが関㐃していると考

えられた。 

 

キー・ワード㸸きょうだい㸪ព࿡࡙け㸪ᑠඣ⾑ᾮ・⭘⒆⑌ᝈ㸪ラ࢖フスࢺーリー・࢖ンタࣅュー 

 

I 問題と目的 

 じめにࡣ．1

 ᑠඣᮇに་⒪的なᥐ置が必要となる⑌ᝈや㞀ᐖ

は多ᵝである。୰でも㸪ᑠඣがࢇや重⑕な⾑ᾮ⑌

ᝈは生命を⬣かす⑌ᝈで㸪ᙉ力で長ᮇにおよࡪ἞

⒪を要するため㸪ᝈඣの生活の㉁は大きくᦆなࢃ

れる。実㝿にᑠඣがࢇは㸪ࢃがᅜのᑠඣᮇの⑌ᝈ

によるṚᅉのᴟめて上఩を༨めている（ཌ生ປാ

省㸪2009）。しかし一方では㸪἞⒪ἲの㛤発や㧗

度་⒪の進歩によって㸪ᝈඣ඲యの⣙70㸣以上が

長ᮇ生Ꮡをᮃめるようになっている（ᑠ⃝㸪

2015㸹日本ᑠඣ⾑ᾮ・がࢇ学఍㸪2014）。このよ

うな἞⒵⋡の向上は㸪ᑠඣ⾑ᾮ・⭘⒆⑌ᝈの៏性

⑌ᝈとしての一㠃をᙉめているともいえる。 

子の発⑓はᝈඣ本ேのࡳならࡎᐙ᪘にも大きな

ᙳ㡪を୚えうる。特にᑠඣがࢇのように㸪ᑠඣの

៏性⑌ᝈの発⑓はその特ᚩから長ᮇ的㸪⥅⥆的に

ᐙ᪘それࡒれにᙳ㡪を୚える（ୗᒣ・◁㈡・஧Ώ, 
2008）。ᝈඣの඗ᘵጜጒ（以ୗ㸪きょうだい）に

おいても㸪それは例外ではない。2000年代よりᑠ

ඣ⛉་⒪㡿ᇦでは㸪ᐙ᪘をྵめた心のケ࢔の必要

性が指᦬されているが㸪同⬊が⑌ᝈをもつことの

きょうだいの心理的ᙳ㡪については༑ศ検討され

てこなかった（Ọ⏣・୕㇂・ᕝཱྀ㸪2015）。㏆年

では㸪きょうだいに関心が向けられることがᚎࠎ

に増えているものの㸪研✲やሗ࿌の数は㝈られて

おり㸪必要とされる࣏ࢧーࢺయไや支援のᥦ౪は㸪

ᮍだ༑ศとは言い㞴いのが⌧≧である。 
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2．ᝈ児のきࡔ࠺ࡻいに㛵ࡍる研究 

Ḣ⡿では㸪ᑠඣがࢇなどṚに⮳る⑓Ẽをᢪえる

子どもや៏性⑌ᝈをᢪえる子ども（以ୗ㸪同⬊）

のきょうだいについての研✲が 1950 年代㡭より

なされている（㔠, 2010）。その後次➨に㸪Ṛู

に㝈らない同⬊の発⑓によるきょうだい࡬のᙳ㡪

が検討され㸪同⬊の発⑓がきょうだいにཬࡰす㈇

のഃ㠃とṇのഃ㠃（ᙳ㡪の஧㠃性）がሗ࿌される

ようになった。例えࡤ㸪Kramer（1981）は㸪同

⬊の発⑓やධ院によりᐙ᪘内の役๭にኚ化が生ࡌ㸪

୧ぶからのᮇᚅが増大することを᫂らかにした。

また㸪Sloper（2000）は㸪同⬊がᐙ᪘の関心事の

୰心となるデ᩿から἞⒪の⤒㐣の୰で㸪ᬑẁの生

活スタࣝ࢖や࿘ᅖからのὀពなど㸪多くの႙ኻయ

㦂をしていることを᫂らかにした。このような多

くの႙ኻやኚ化のなかで㸪⢭⚄的に୙Ᏻ定になり㸪

㣗ḧ୙振㸪୙╀㸪反ᢠ的になる（Murray, 1998; 
Woodgate, 2001）などの୙㐺ᛂを࿊すきょうだい

のሗ࿌もある。一方で㸪ᝈඣや୧ぶなど他者࡬の

ឤ受性㸪共ឤ性㸪援助ពḧ㸪ே間的ᡂ⇍や生࡬の

ឤㅰのᛕの増大（Kramer, 1981）㸪他者࡬の共ឤ

と援助ḧ求の増加㸪自ᕫᡂ長がಁされる（Murray, 
1998）といったሗ࿌もある。 

 
3．ඛ⾜研究におࡅる課題と本研究の目的 

ඛ行研✲の⤖ᯝをもとに㸪ࢃがᅜにおいてもき

ょうだい࡬の᝟ሗᥦ౪や㸪きょうだい同士の࢔ࣆ

のᶵ఍のᥦ౪㸪➨୕者による௓ධ支援なࢺー࣏ࢧ

どがᥦ᱌され実㊶がጞまっている。 
しかし㸪きょうだい࡬のᙳ㡪は」数の要ᅉが相

஫にᙳ㡪をཬࡰしྜっている⤖ᯝであり㸪ᙳ㡪の

஧㠃性からの検討や㸪ྰ定的なᙳ㡪を重点的に取

り上げて支援の方向性を検討するだけでは㸪きょ

うだいのయ㦂を༑ศにとらえているとはいえない

（大℧㸪2011）との指᦬もある。さらに㸪ඛ行研

✲の多くは㸪同⬊の⑓い㸯）がきょうだいにཬࡰす

ᙳ㡪ࠖという㸪きょうだいにとって受㌟的ど点ࠕ

からᢅࢃれたものが多い。きょうだいは㸪ᐙ᪘の

୰で相஫స⏝しているᏑ在であり（ྂ⁁, 2012）㸪
一方的にᙳ㡪を受けているだけのᏑ在ではない。

きょうだいのయ㦂を㸪きょうだい自㌟が同⬊の⑓

いにᑐして行う取り⤌ࡳというど点に立ち㸪ᙳ㡪

やその⫯定・ྰ定のࡳにとらࢃれࣟࣉࡎセスとし

て᫂らかにすることは㸪きょうだいのయ㦂をより

῝く理ゎすることにつながると考える。そこで本

研✲では㸪以ୗ2点を┠的とする。 
1）きょうだい自㌟の主య的行Ⅽとしてのࠕព

࿡࡙けࠖに╔┠し㸪どのようにきょうだいが同⬊

の発⑓によるయ㦂を心理的に受けとめ㸪自ศのே

生に఩置࡙けていくのか᫂らかにすること。 
2）本研✲を㸪ᑠඣ⾑ᾮ・⭘⒆⑌ᝈᝈඣのきょ

うだい支援の検討における予備的研✲と఩置࡙け㸪

きょうだい支援࡬の♧၀を得ること。 
 
Ⅱ ᪉ἲ 

1．㉁的研究ἲの᥇⏝ 

本研✲では㸪きょうだい自㌟のព࿡࡙けという㸪

主観的でಶู性が㧗い事㇟をᢅう。そこで㸪研✲

ἲには㸪当事者のయ㦂を内ഃからᥥくことが┠ᶆ

となる研✲に向いていて㸪య㦂のಶู性をఏえ㸪

主యのయ㦂にἢった記㏙を資ᩱとするࢼラࢸィ

ヴ・࢖࣋スࢻ・リࢧーࢳ（Bruner, 1990/1999）
を᥇⏝した。ලయ的には㸪ᑐ㠃ᘧによるラ࢖フス

ーࢺフス࢖ューを行った。ラࣅンタ࢖・ーリーࢺ

リー・࢖ンタࣅューは㸪ேが自ᕫのே生⤒㦂をど

のようにࢼラࢸィヴとして⤌⧊化しព࿡࡙けて他

者にㄒるかに関心をもつ（やまだ㸪2007）。きょ

うだいの主観的なయ㦂とព࿡࡙けを᫂らかにする

のに㐺しているため㸪これを᥇⏝した。 
 

2．ㄪᰝ協ຊ者およびㄪᰝᮇ間 

༠力者は㸪ᑠඣ⾑ᾮ・⭘⒆⑌ᝈを⤒㦂した同⬊

をもつきょうだい 2 名（A Ặ㸪B Ặ）であった。

ヲ⣽は⤖ᯝにおいて♧す。ࢧンࣉリンࢢ時の᮲件

として㸪これまでのே生⤒㦂を振り返りㄒること

ができる年㱋であること㸪同⬊とのṚูయ㦂がな
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いこととした。ㄪᰝᮇ間は㸪2015 年 8 ᭶から 11
᭶であった。 

 

3．ㄪᰝ᪉ἲ 

ューの実᪋๓に㸪ᐙ᪘ᵓᡂ（性ู㸪年ࣅンタ࢖

㱋㸪⫋ᴗ）㸪同⬊の⑌ᝈ名（同ពが得られたሙྜ）㸪

同⬊のධ院⤒㦂の有↓に関する㡯┠を㍕ࡏたフ࢙

 。の記ධを求めた࡬ࢺーࢩス࢖
れࡒューは㸪それࣅンタ࢖ 1 ᅇࡎつ実᪋した。

༠力者が自由にㄒれるሙ（༠力者の自Ꮿ㸪カフ࢙

のಶᐊ）で行い㸪同ពを得た上で IC レࢥーࢲー

に㘓㡢した。࢖ンタࣅューに要した時間は㸪A Ặ

1時間40ศ㸪BẶ1時間30ศであった。同⬊の

発⑓から⌧在に⮳るまでの⤒⦋を自由にㄒっても

らい㸪以ୗ8㡯┠ձ⌧在のᐙ᪘のᒃఫ形ែ㸪ղ㐣

ཤやᮍ来のラ࢖フ࣋࢖ンࢺにおけるពᛮỴ定㸪ճ

生活⎔ቃおよび生活≧ἣ㸪մᐙ᪘関係㸪յ同⬊࡬

のᛮい㸪ն同⬊の⑓いと༠力者自㌟との関係㸪շ

୧ぶ࡬のᛮい㸪ոᐙ᪘以外のே≀との関係やᙼら

にᑐするᛮいについて㸪㐺ᐅᑜࡡてㄒりをಁした。 
 

4．ศᯒ᪉ἲ 

ラ࢖フスࢺーリーἲに๎り㸪佐⸨（2008）をཧ

考に㉁的ᖐ⣡的ศᯒを行った。ලయ的には㸪ㄒり

にᛅ実に࢖ンタࣅューの㏲ㄒ㘓をసᡂし㸪それを

同⬊の発⑓・デ᩿㸪ධ院୰㸪㏥院から⌧在㸪ᑗ来

の時間㍈にἢって୪び替えた。㏲ㄒ㘓を⧞り返し

ㄞࡳ㎸ࢇでㄒりのព࿡を検討し㸪༠力者がయ㦂し

たฟ来事ごとに一つのまとまりに༊ษった。その

後㸪さらにㄒりをㄞࡳ㎸ࡳながら࢜ーࣉンࢥーࢹ

ィンࢢを行い㸪⥆いて↔点的ࢥーࢹィンࢢを行っ

てᴫᛕ的カࢦࢸリーをᢳฟした。⏣ᮧ・ሯ本

（2015）をཧ考に㸪ᢳฟされたᴫᛕ的カࢦࢸリー

の୰から㸪心理的受けとめに╔┠して୰᰾的なᴫ

ᛕ的カࢦࢸリーを導きฟし㸪それをฟ来事におけ

る心理的受けとめとした。なお㸪この㐣⛬は反᚟

的に行ࢃれ㸪ศᯒが᜛ព的になるのを㜵ࡄために㸪

➹者をྵࡴ心理学をᑓᨷする学生」数名で数ᅇに

 。たり検討したࢃ
 

5．೔理的㓄៖ 

本研✲は㸪立命㤋大学ࠕேをᑐ㇟とする研✲ࠖ

に関する倫理ጤ員఍のᢎ認を得て実᪋した。ㄪᰝ

実᪋๓に༠力者にᑐし㸪本研✲のᴫ要㸪ㄪᰝ࡬の

ཧ加と᧔ᅇについて㸪᝟ሗの取りᢅいや公表のྍ

⬟性について➼を文᭩とཱྀ頭でㄝ᫂した。同ពを

得られたሙྜのࡳㄪᰝを実᪋し㸪得られたࢹータ

や資ᩱはᏲ⛎やಶே᝟ሗに配៖して一部を記号化

し㸪ཝ重にಖ管した。 
 

Ⅲ 結ᯝ 

༠力者のࣟࣉフィーࣝについて㸪ヲ⣽を表1に

♧す。⥆いて㸪きょうだいがయ㦂したฟ来事と㸪

その心理的受けとめについて㸪⤖ᯝを事例ごとに

♧す。以ୗ㸪࠙ は心ࠒ ࠑはయ㦂したฟ来事㸪ࠚ 

理的受けとめのᑠ見ฟし㸪ࠕ はࠖ༠力者の実㝿の

ㄒり㸪ࠗ  ࠘は༠力者が他者から発言された内容㸪

（ ）はそのሙ㠃で実㝿にはㄒられていないが文

⬦理ゎのために➹者が補㊊したㄒ㸪࢖ンタࣅュー

時の༠力者の表᝟や㌟振りを♧す。なお㸪ಶே᝟

ሗಖㆤとㄞࡳやすさの観点から㸪内容や表⌧を㊃

᪨がኚࢃらない⛬度に一部ᨵኚしている。 
 

 
表1 協ຊ者のプロ࢕ࣇール 

༠力者 AẶ BẶ

性ู ዪ性 ⏨性

年㱋 20代๓༙ 20代後༙

同⬊発⑓時の

༠力者の年㱋
15ṓ 20ṓ

ᐙ᪘ᵓᡂ
∗・ẕ・ጜ・༠力者

ጒ（ᝈඣ）

♽∗・♽ẕ・∗・ẕ
  ༠力者・ᘵ（ᝈඣ）

༠力者の⌧在
の生活≧ἣ

大学1年生 ࢺ࢖ࣂࣝ࢔

同⬊との
年㱋ᕪ

3ṓ 3ṓ

同⬊の⑓名 再生୙Ⰻ性㈋⾑ ᅛ形⭘⒆

同⬊の⤒㐣
៏性GVHD⤒㐣観ᐹ୰

୰学生
⫥యᶵ⬟にไ㝈あり

♫఍⚟♴ἲேにて໅務
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1．஦౛1 $Ặ 

A Ặのయ㦂したฟ来事とその心理的受けとめの

ᴫ要を表2に♧す。 
�）࠙ 同⬊の発⑓・デ᩿  ࠚ

AẶのጒ（ᝈඣ）ࠒどこか他ே事で実ឤがないࠑ

は㸪⾑ᾮ検ᰝで␗ᖖが見つかったことから」数の

検ᰝを⤒てデ᩿࡬と⮳った。A Ặはその事実をẕ

ぶから⪺いた。AẶは㸪ࠕ㞴⑓ࡳたいな認㆑はあࢇ

まりして おࠖらࡎ㸪ࠕあࢇまり῝้にᤊえて いࠖな

かった。ጒのධ院がỴまり㸪㞴⑓指定されている

⑓Ẽと⪺かされた時にึめてࠕえ㸪そࢇなすごい

⑓Ẽだったࢇだࠖとᛮった。しかし一方では㸪㞴

⑓は࣓ࢹィ࢔などで見るもので㸪自ศのጒが⨯ᝈ

するとはᛮࡎࢃ㸪ࠕどこかでఱか他ே事ࠖであり㸪

 。ていたࡌうࠖとឤࢁ自ศのጒは大୔ኵだࠕ
ධ院๓㸪ጒの検ᰝのたࠒるࡌᐙ᪘のኚ化をឤࠑ

めの⑓院㏻いにẕぶが௜きῧうため㸪ẕぶのᖐり

が㐜くなることも多くなった。それにకい㸪୧ぶ

間でཱྀ႖ვの㢖度が増えた。A Ặはጜとᐙᗞの୰

にὶれるࠕ✵Ẽをឤࡌ取ってࠖおとなしく振⯙っ

た。また㸪ᐙ᪘内で⾪✺が㉳こると自ศが⦆⾪ᮦ

になってᐙ᪘の⥔ᣢにດめようとした。さらに㸪

以๓はឤࡌることのなかったጒをᏲらなくてはと

いうᛮいがⱆ生えた。 
�）࠙ 同⬊がධ院୰の生活  ࠚ
ጒのධ院生活がࠒ‶の୙Ᏻと୙࡬生活のኚ化ࠑ

ጞまると㸪AẶの生活も大きくኚࢃりጞめた。໅

めている∗ぶ㸪㧗ᰯ生のጜ㸪⑓院࡬ጒの見⯙いに

行っているẕぶのᖐりは㐜く㸪当時୰学生だった

AẶはୗᰯするとኪ9時㡭まで一ேでᐙにいるこ

とが多かった。AẶの自Ꮿは㑹外であり㸪ࠕᛧいし

ᬯいしࠖとẕぶ୙在による୙Ᏻをឤࡌていた。さ

らに㸪ࡎࠕーーࢇってឤࡌでᖐってくる ẕࠖぶにᑐ

して㸪ࠕẼ㐵うし 㸪ࠖࠕ⤖ᵓ᎘だった とࠖ୙‶もᢪい

ていた。また㸪∗ぶがᐙ事にᑐして࢖ラつきをࡳ

どうしようࠖと㸪ẕぶ୙在の≧ἣにᡞࠕる姿にࡏ

ᝨいもឤࡌていた。ẕぶはAẶを一ேにしている

という㈇い┠からか㸪AẶにᑐしඃしいែ度をと

るようになった。∗ぶとはጒに関するヰ題が増加

したことや㸪A Ặがᐙ᪘内୙࿴の⦆⾪ᮦになࢁう

としたព㆑からヰすᶵ఍が増えた。 
ᐙᗞに᫂るくᖾࡏな㞺ᅖẼはなく㸪୧ぶはẼศ

のⴠち㎸ࡴ日もあったが㸪Ẽᣢちのษり替えを行

いࠕ඲↛๓向きࠖであったとឤࡌられた。それは

と見つかっていたࢇࡷ἞⒪ἲがちࠕ こࠖとや㸪ࠕ（་

師の）力ᙉいっていうか㸪࣏ࢧーࢺがあったࠖこ

とが要ᅉだったとᛮうとㄒった。 
ᐙ᪘の他にጒのࠒ者のᏑ在がありがたい୕➨ࠑ

⨯ᝈを▱らされていたே≀は㝈られていた。学ᰯ

関係者でヲしい事᝟を▱っていたのはAẶとጒの

担௵のࡳであったが㸪ࠕ（ẕぶは）ㄝ᫂しても㞴し

いかなっていうとこࢁがあったࢇだとᛮうࢇです

య㦂したฟ来事 心理的受けとめ
 ࠙同⬊の発⑓・デ᩿ࠚ ࠒどこか他ே事で実ឤがないࠑ

ࠒるࡌᐙ᪘のኚ化をឤࠑ

 ࠙同⬊がධ院୰の生活ࠚ ࠒ‶の୙Ᏻと୙࡬生活のኚ化ࠑ

ࠒ者のᏑ在がありがたい୕➨ࠑ

ࠒことの῝้さを実ឤࠑ

ࠚーࢼࢻ᳜⛣࠙  ࠒないᛮいࡏᝏឤと⩏務ឤ・ཱྀにฟ⨥ࠑ

ࠒᡭ⾡に᢬ᢠឤがないࡴ㑅ᢥᶒなく進ࠑ

 ࠙同⬊の⑓Ẽ・⑓≧・἞⒪についての᝟ሗࠚ ࠒ⑓Ẽ自యに⯆࿡がないࠑ

 ࠙進㊰㑅ᢥࠚ ࠒっかく୚えられたᶵ఍・自ศの⤒㦂を生かしたいࡏࠑ

 ࠙同⬊のᐶゎࠚ ࠒ⑓Ẽのことはもう᫇のようࠑ

 ࠙同⬊の⨯ᝈ⤒㦂ࠚ ࠒ⑓Ẽにឤㅰしているࠑ

 ࠙同⬊とのこれからࠚ ࠒしい࡯ᛂ援はするが↓理しないでࠑ

ࠒጒにも自ศにも理ゎ者が必要ࠑ

表2  $Ặの体験したฟ᮶஦とࡑのᚰ理的ཷࡅとめ 
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よࡡ。だから（担௵に）㋃ࡳ㎸まࡏないឤࠖࡌで

あった。AẶは㸪自㌟の担௵にᑐし㸪ࠕその⑓Ẽに

ついての理ゎっていうのはた࡯ࢇࡪとࢇどないと

ᛮうࢇですけど㸪ศからないなりに༠力はするか

ら とࠖ㸪ࠕ大୔ኵ㸽ࡳたいな㸪඲↛なࢇともない時

もࠖኌをかけ㸪➨୕者的な立ሙでẼにかけてくれ

たことをありがたくឤࡌていた。 
他にも㸪ẕぶの相談相ᡭだったẕぶのጜ（఑ẕ）

やそのፉ（従ጜ）にもẼにかけてもらいບまして

もらったが㸪いࡎれもAẶから相談することはな

かった。ጒの担௵にᑐしては㸪配៖のなさをឤࡌ

ていたが㸪それはࠕయ㦂したりとか㸪いࡊ直㠃し

ないとࢃからないことࠖがあり㸪しょうがないと

受けとめていた。 
まࠕAẶはጒにᑐしてࠒことの῝้さを実ឤࠑ

あṚなないだࢁうࠖと考えていたが㸪本当に௒ᅇ

はጒの命が༴ᶵにさらされていると⪺いたときに

ึめて㸪ࠕ本当にṚࢇで࡯しくない とࠖᛮい㸪こと

の῝้さを実ឤした。 
ጒはධ院生活の୰で㸪≀事を෭めた┠で見るよ

うになった。そのᵝ子が୧ぶをⱔ立たࡏることも

あった。AẶはጒのこのようなែ度に㦫きをឤࡌ

ながらも㸪⑓Ẽを⤒㦂したことでどうしようもな

いことがあるとឤࡌることも多くࠕそういうឤࡌ

になっちࡷったのかなーって自ศなりにศᯒはし

てるࢇですけどࠖと理ゎを♧していた。 
�）࠙ ーࢼࢻ᳜⛣  ࠚ
ጒの἞ࠒないᛮいࡏᝏឤと⩏務ឤ・ཱྀにฟ⨥ࠑ

⒪㐣⛬で㸪AẶは㦵㧊⛣᳜のࢼࢻーとして一度┠

のᡭ⾡を受けた。ࢼࢻーの㐺ྜ検ᰝの⤖ᯝがฟて

から㸪⛣᳜ᡭ⾡に臨ࡴまでにやりたくないẼᣢち

と㸪やらなけれࡤならないという⩏務ឤの心理的

ⴱ⸨があった。 
（検ᰝ⤖ᯝがฟる日にᐙ᪘で⑓院に行き）おẕ

さࢇが㸪ࠗAちࢇࡷよくやったࡡー たいなこと࠘ࡳ

を言ってくれて㸪えーってᛮって㸪まさか⚾なࢇ

ないか（ⱞ➗）。あれ㸪もしかしてーとᛮったࡷࡌ

ら㸪ࠗ Aちࢇࡷのᆺが100㸣はまったから たい࠘ࡳ

な。うࢃーっと（ⱞ➗）。なࢇか㸪ࢇ࡯とは႐ࡤな

きࡷいけないのに㸪ṇ直言うとうࢃーࡳたいな（ⱞ

➗）。ࠝ ୰␎ࠞ一ᛂやりたくないとᛮったらやらな

くていいしࡳたいなことも言ってくれたࢇですけ

ど㸪え㸪やらなきࡷだめだよな（➗）とᛮって。

ࠝ୰␎ࠞṇ直やりたくないẼᣢちの方があった。 
ᡭ⾡を受けたくなかったのは㸪3 年生で部活の

大事なヨྜとᡭ⾡の時ᮇが重なっていたことや㸪

ᡭ⾡にకう③ࡳや㎞さのためだった。また㸪ࠕ᎘っ

て言ったらすごく⏦しヂないࠖと㸪ᣄྰ的なឤ᝟

を表すことに⨥ᝏឤをᢪいていた。なࡐ自ศがᡭ

⾡を受けなけれࡤいけないのかというᛮいをཱྀに

ฟすことは⤯ᑐになかった。ᐙ᪘はもちࢇࢁ཭㐩

にもヰすことはできなかった。ࠕᐙ᪘にẼ࡙いて࡯

しかった がࠖ㸪ࠕ自ศから⤯ᑐに言ࢃないとỴめて

いた 。ࠖ 
一ᛂ反ᢠっていうか㸪なࢇとなく言動にฟして

ーࠖとかは⤯ᑐ言ࡡⰋかったࡡだࢇのྜった⚾ࠕ

ศかࢇうࢇうࠕれたヰ㸪ࢃ言ࡎないで㸪とりあえࢃ

ったࠖࡳたいな（┠をྜࡎࡏࢃにうなࡎく）。 
⛣᳜ᡭ⾡に関しては㸪ࠕそりࡷ助かるࢇだったら

඲↛やってもⰋかったࢇですけど とࠖㄒるように㸪

ጒのために༠力したいというẼᣢちもあった。一

度┠のᡭ⾡によって同⬊がྜే⑕を発⑕したとき

は㸪それが自ศのࡏいのようにឤࡌられࠕすごい

᎘ࠖでࠕそのときがたࢇࡪ一␒つらくて 㸪ࠖࢃࠕっ

てἽいࠖてしまった。このฟ来事を受けて㸪⑓院

内の心理士との㠃談がタけられた。しかし㸪そこ

にẕぶも同ᖍしたため㸪本心を言うことはできࡎ

に⤊ࢃった。A Ặは㸪ࠕ（ヰをきいてくれる相ᡭが

⛣᳜ᡭ⾡を受けたことのあるேだったら）⚾ࡳた

いに⛣᳜するேとかそういうே はࠖࠕすごいຬẼ㸪

Ᏻ心ឤをᣢてるࡷࡌࢇないかなࠖとㄒった。 
Aࠒᡭ⾡に᢬ᢠឤがないࡴ㑅ᢥᶒなく進ࠑ Ặの

㧗ᰯ受㦂が㏆࡙いてきた㡭㸪A Ặは஧度┠のࢼࢻ

ーᡭ⾡を受けた。この時には一度┠のᡭ⾡のよう

に㸪ࠕそࢇなチྍ取ってもらってなかった がࠖ㸪ࠕあ
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㸪そういう（なくて）ࡷࡌまりやりたくないとかࢇ

おっきいの（一度┠のᡭ⾡）はやっちࡷったしい

いかなーというឤࡌだった 。ࠖ 
�）࠙ 同⬊の⑓Ẽ・⑓≧・἞⒪についての᝟ሗ  ࠚ
Aࠒ⑓Ẽ自యに⯆࿡がないࠑ Ặはጒの⑓Ẽや⑓

≧についての᝟ሗは࡯とࢇどẕぶから⪺いていた。

ーに関する᝟ሗやㄝ᫂は㸪་師のㄝ᫂とࢼࢻ᳜⛣

⑓院からΏされたࢡࢵࣈࢻ࢖࢞（ㄝ᫂冊子）で行

඲↛理ゎはしࠕれた。ጒの⑓ẼについてAẶはࢃ

ていなかった 。ࠖ加えて㸪ࠕ⑓Ẽのことはᮍだにそ

かってないことが多いࢃなによくࢇ 。ࠖ⑓Ẽについ

て▱りたいことはࠕあࢇまりなかった 。ࠖ一度自ら

⑓Ẽについてㄪべたことがあったが㸪ὶᕸするࢿ

 。な᝟ሗのためその行Ⅽもやめたࣈィࢸ࢞
�）࠙ 進㊰㑅ᢥ  ࠚ
っかく୚えられたᶵ఍・自ศの⤒㦂を生かࡏࠑ

したいࠒAẶは大学で་学部࡬進学した。進㊰㑅

ᢥ㸪特に大学進学におけるពᛮỴ定には㸪ጒや⑓

院のேࠎのᏑ在が大きくᙳ㡪していた。㧗ᰯධ学

後は㸪ጒの⨯ᝈ⤒㦂や㸪ጒと一⥴にධ院していた

子どもたち㸪ጒの主἞་㸪その他の⑓院スタࢵフ

➼のᙳ㡪を受けࡏࠕっかく୚えられたᶵ఍だから 㸪ࠖ

ようかなくらいのつもりだࡳ指して┠（་師を）ࠕ

った 。ࠖそこに㧗ᰯでの理⣔のຮᙉ࡬の⯆࿡も加ࢃ

り㸪大学進学を考える時点では㸪自ศの⤒㦂を生

かして་師になりたいというẼᣢちがⱆ生えてい

た。 
（ጒを）助けてくれたඛ生ࡳたいに㸪⚾もㄡか㸪

ࠝ୰␎ࠞこういう⤒㦂したேってᑡないとᛮうの

で㸪そういうẼᣢちをศかってあげられるような

お་者さࢇになれるかなとᛮって。  
�）࠙ 同⬊のᐶゎ  ࠚ
ጒの容ែがᅇ᚟ࠒ⑓Ẽのことはもう᫇のようࠑ

しయㄪもᏳ定してくると㸪ࠕ඲య的にࢇࡳな୸くな

ったࠖことでᐙᗞ内のཱྀ論もῶり㸪୧ぶはより௰

Ⰻくなった。ጒにᑐし㸪㌟య的な心配はあるが㸪

㏻院も㎞そうでなく㸪ࠕ⑓Ẽのことなࢇて࡯とࢇど

᫇のことࡳたいなឤࡌですごいⰋかったࠖとឤࡌ

ていた。 
�）࠙ 同⬊の⨯ᝈ⤒㦂  ࠚ

AẶはጒの⨯ᝈを⤒て㸪ࠒ⑓Ẽにឤㅰしているࠑ 

ጒはࠕかけがえのないものࠖというព㆑をᣢち大

事にᛮうようになった。また㸪ጜともࠕ஧ேでい

る時間が⤖ᵓ長かったのでࠖ以๓より௰よくなっ

た。さらにࠕேとの関ࢃりྜいを大事に しࠖたり㸪

ᐙ᪘やぶ᪘にᑐしてもẼ㐵うẼᣢちがⱆ生えた。

さらに㸪㞴⑓やேのṚを㌟㏆にឤࡌ㸪௒を大事に

するようになった。 
（⑓Ẽに）なったのはまあ☜かにそࢇなにいい

ことࡷࡌなかったかもしれないけど㸪⑓Ẽになࢇ

なかったら㸪ࢃたしጒのことそࢇなに大事にはᛮ

␎たいな㸪ࠝ୰ࡳなかったなーࢃ あࠞるព࿡㸪ឤㅰ

っていうか㸪Ⰻかったなっていうᛮいのとこはあ

りますࡡ。 
 また㸪自ศの進㊰においてጒのᙳ㡪を受けたこ

とに関しても⑓Ẽにឤㅰしていた。 
（ጒの⨯ᝈによって）⚾も㸪大学とかᑗ来なり

たい⫋ᴗとかの㸪方向性がすごいỴまったので㸪

ࠝ୰␎ でࠞも㸪それって඲↛ᝏいことࡷࡌなくて㸪

␎ឤㅰしてるかなーってᛮいます。ࠝ୰ࢁしࡴ ௒ࠞ

でも㸪（ጒの）⑓Ẽがあったから⚾་者にならなき

たいなものがあっࡳなっていうすごい使命ឤࡷ

て㸪㡹ᙇってຮᙉできてるし。  
�）࠙ 同⬊とのこれから  ࠚ
在㸪大⌧ࠒしい࡯ᛂ援はするが↓理しないでࠑ

学࡬進学し一ேᬽらしをしているAẶは㸪ẕぶఏ

いに大学進学を᥍えたጒの進㊰の相談を⪺いてい

た。୧ぶはጒの⑓Ẽのことや๪స⏝によるᙳ㡪な

どを心配し㸪実ᐙから㐲く㞳れたとこࢁにはやり

たくないとᛮっている。AẶはጒの進学に関して㸪

し࡯やりたいことがあるなら一生ᠱ命㡹ᙇってࠕ

いࢇですけど㸪↓理はしないで࡯しいかなーࠖと

ጒの㌟యをẼ㐵っていた。 
AẶはጒとのࠒጒにも自ศにも理ゎ者が必要ࠑ

ᑗ来について㸪ࠕ⚾が助けようとᛮってるࢇですけ
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ど㸪もっと㸪もっと㌟㏆にいて支えてくれるே㸪

だから⤖፧なのかな㸽⤖፧とかちࢇࡷとして࡯し

い。ࠝ୰␎ ちࠞࢇࡷと理ゎしてくれるேがいたらい

いなーっていうのはᛮってますࠖと㸪௒後自ศが

㠃ಽをࡳたり助けたりはするつもりだが㸪ጒの㏆

くに理ゎ者がいることをᮃࢇでいた。さらに㸪自

㌟のᑗ来についても㸪⤖፧相ᡭや⫋ሙにᑐし㸪ጒ

のᏑ在や㸪それに関ࢃってไ㝈されるかもしれな

いAẶ自㌟࡬の理ゎをᮇᚅしていた。 
 
2．஦౛2 %Ặ 

B Ặのయ㦂したฟ来事とその心理的受けとめの

ᴫ要を表3に♧す。 
��࠙同⬊の発⑓・ㄗデ・デ᩿  ࠚ
BẶのᘵ（ᝈࠒ重い⑓Ẽだとはᛮってもいないࠑ

ඣ）は㧗ᰯ3年生の時㸪ኪ୰に㌟యが③くᐷられ

ないとッえた。B Ặはᘵのッえに⪥を㈚さなかっ

たが㸪ᘵが㌟యの③ࡳをッえ⥆けたため㸪∗ぶが

ᘵを῝ኪの⥭ᛴデ⒪࡬㐃れて行った。そこでの་

師のデ᩿は➽⫗③であった。 
そࢇときはࡡ㸪たࢇࡪನࡦどかったࡷࡌࢇない

かなー。おめえᐷれࡡえ⛬③えなࢇてことあるࢃ

けࡡえだࢁう㸟ࡳたいな。そういうのになったこ

とがないからなࢇですけどࡡー。 

のデ᩿を受けた③⫗➽ࠒつけるࡪ་師にᛣりをࠑ

⩣日もᘵの③ࡳは཰まらࡎ㸪もう一度⑓院を受デ

すると㸪⑓Ẽであるྍ⬟性をᐉ࿌された。その後㸪

ᘵは検ᰝを⤒てデ᩿㸪ධ院࡬⮳った。 
その最ึに行った（⑓院）㸪ኪ間に行ったの㸪ま

あࢳࣈษれましたࡡ㸪ನ。（➽⫗③と）言ࢃれて⤖

ᒁ（ᅛ形⭘⒆）ࡳたいな。で㸪だからそこで㸪ನ

電ヰしたࢇかな㸪⑓院に。おまえ་者だࢁう㸟ࡳ

たいな。 
ㄗデした་師にᑐして B Ặは㸪ࠕそういうのに

なったことないからࠝ୰␎ࠞ➽⫗③って⪺いた時

もだから㸪ࠝ୰␎ 㸪ࠞ⣡得しちࡷうࢇですよࡡ 㸪ࠖࠕ⑓

院の言うことをಙࡌるしかない 㸪ࠖࠕまだ௒ᅇは（ศ

かって）Ⰻかったけど㸪ࡎっと➽⫗③できてたら

どうなってたのかなっていうのはありますよࠖࡡ

と㸪⤒㦂したことのないことで㸪་師を㢗るしか

なかった一方で㸪ᘵの命に関ࢃるၥ題を見㐣ごさ

れていたことにᛣりをឤࡌていた。 
BẶのᐙ᪘はࠒ生きᢤけるよう♳るしかないࠑ

最⤊的なデ᩿⤖ᯝを⪺き㸪ᾦをὶした。B Ặはそ

のようなᐙ᪘を๓にしてどうしたらいいのかศか

らࡎᡞᝨいをឤࡌた。特に㸪∗ぶのᾦを見たとき

は㸪ことの重大さや自ศの↓力さをឤࡌ㸪ᘵがࠕ↓

事で生きᢤくことだけࠖを♳るしかなかった。 

య㦂したฟ来事 心理的受けとめ
࠙同⬊の発⑓・ㄗデ・デ᩿ࠚ ࠒ重い⑓Ẽだとはᛮっていもいないࠑ

ࠒつけるࡪ་師にᛣりをࠑ

ࠒ生きᢤけるよう♳るしかないࠑ

࠙同⬊がධ院୰の生活ࠚ ࠒないࡌᘵのことが最ඃඛの生活をⱞにឤࠑ

ࠒからないࢃࡤయ㦂しなけれࠑ

࠙同⬊の見⯙いࠚ ࠒᬑ㏻のことをしているというឤぬࠑ

࠙同⬊の἞⒪ࠚ ࠒ๣἞⒪に⪏えるᘵをẼにかけるࢇᢠがࠑ

ࠒᡭ⾡ἲに㦫きをぬえるࠑ

ࠒᡭ⾡のᡂຌにᏳ心すると同時にᘵのᙅった姿を見るのが㎞いࠑ

࠙同⬊の⑓Ẽ・⑓≧・἞⒪についての᝟ሗࠚ ࠒᖖにもうᑡしで἞るとᕼᮃをᣢつࠑ

࠙同⬊のᑵ⫋ࠚ ࠒാく姿にᏳ心ࠑ

࠙同⬊のᐶゎࠚ ࠒ⑓Ẽは㐣ཤのことࠑ

࠙同⬊の⨯ᝈ⤒㦂ࠚ ࠒᘵをᑛᩗするࠑ

ࠒ⤖ᐙ᪘のᅋࠑ

࠙同⬊とのこれからࠚ ࠒたくないࡏな㎞いᛮいはしたくないし㸪さࢇあࠑ

ࠒ支えが大事ࠑ

表3 %Ặの体験したฟ᮶஦とࡑのᚰ理的ཷࡅとめ 
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どうしたらい（を受けるᐙ᪘にᑐしࢡࢵョࢩ）

いかࢃかࢇないっていうのはあったよࡡ。（⑓院か

らのᖐりに）お∗さࢇがἽいてたから㸪うーࢇ㸪

これどうしようもできないなとᛮって㸪とりあえ

 。です。大୔ኵな方にࢇるしかないなとᛮった♳ࡎ
��࠙同⬊がධ院୰の生活  ࠚ
ᘵࠒないࡌᘵのことが最ඃඛの生活をⱞにឤࠑ

のධ院୰は㸪୧ぶのうちᑡなくとも一ேは見⯙い

に行っておりᐙに୙在であった。ẕぶのいないと

きは同ᒃする♽ẕがኤ㣗をసるなどしており㸪B
Ặは自㌟の生活上大きなኚ化はឤࡌなかった。 

BẶは㸪ᘵがධ院୰の生活にᑐし㸪ࢇࡳࠕな（ᘵ

のことを）最ඃඛにしてきた とࠖㄒり㸪ࠕⱞしい⤒

㦂はないかなー 㸪ࠖࠕそれがᬑ㏻というか㸪それ（そ

ういうことをⱞ③とᛮࢃないとこࢁ）がನなのか

なࠖと㸪ᘵが最ඃඛの生活をⱞとはᤊえࡎ㸪それ

は当たり๓の事であると認㆑していた。 
デ᩿時は㸪ࢩョࢡࢵを受け動ᦂしていたᐙ᪘で

あったが㸪この㡭になるとࠕもう行くとこまでい

くしかないだࢁうࠖと⭡をくくり㸪๓向きな≧ែ

だった。 
Bࠒからないࢃࡤయ㦂しなけれࠑ Ặは㸪ᘵの⨯

ᝈを B Ặの௙事の同൉や཭ே࡬自らヰしていた。

⫋ሙは༠力的であった。཭ேが㸪▱らࡏを⪺いて

㦫き心配する姿に B Ặは㸪ࠕもし㏫の立ሙでも㸪

あーನもこう言うなっていうのがあったࢇで とࠖ㸪

཭ேのែ度を෭㟼に受けとめる一方で㸪ࠕ（もし自

ศが཭ேの立ሙでも）ఱもできないし㸪どうኌか

けたらいいか⤯ᑐࢃかࢇないからࠖと㸪当事者で

なけれࢃࡤからないことがあるとឤࡌていた。ま

た㸪ᘵが⑓Ẽになったことで㸪ᘵと同ࡌ⑓Ẽの主

ே公がⓏሙするₔ⏬本を見返し㸪⑓Ẽにまつࢃる

ᥥ෗を୎ᑀにㄞࢇだ。 
��࠙同⬊の見⯙い  ࠚ
୧ぶは一ࠒᬑ㏻のことをしているというឤぬࠑ

日もḞかさࡎ見⯙い࡬行っていた。♽∗ẕも週に

஧ᅇ⛬度は⑓院をゼࡡていた。BẶはẕぶからࠕನ

（B Ặ）が行くとᘵもᶵ᎘Ⰻくなるࠖと⪺いてお

り㸪ࠕ行ける時は行ってたし㸪ఇࡳの日も㸪ちょっ

とでも見に行ったり しࠖた。見⯙いに行った㝿は㸪

他ឡのないヰをしたり㸪同⬊のධᾎをᡭఏったり

して㸪以๓よりも一⥴に㐣ごすᶵ఍が増えた。 
��࠙同⬊の἞⒪  ࠚ
ᢠがࠒ๣἞⒪に⪏えるᘵをẼにかけるࢇᢠがࠑ

レスが⁀まࢺ๣἞⒪を受けるᘵは㎞そうで㸪スࢇ

っていくᘵをẼにかけていた。一方㸪἞⒪のྜ間

では㸪ࢇ࡯ࠕとᬑ㏻ なࠖᘵの姿を見てࠕᏳ心 しࠖて

いた。 
あれ（ᘵ）も㸪まあ㎞そうだったࢇで。うーࢇ㸪

で㸪ぶにཱྀ⟅えとかするࢇだけど㸪ὀពはあࢇま

り言えなかったですࡡ。それはやめࢁとか。そࢇ

なこと言うなとか。は言えなかったです。඲↛。

⤖ᒁ（἞⒪）しててスࢺレス⁀まっていくࢃけࡌ

 。ないですかࡷ
Bࠒᡭ⾡ἲに㦫きをぬえるࠑ Ặはᘵの受けるᡭ

⾡の方ἲを心配していた。B Ặがᡭ⾡のヲしいᴫ

要についてㄝ᫂を受けたのはᡭ⾡後であった。ᘵ

の主἞་がᡭ⾡時の⏬ീ記㘓などをᥦ♧しながら

ㄝ᫂すると㸪B Ặは㸪ࠕ（ᘵが）ྍယ᝿はྍယ᝿な

ࢇだけど㸪（それを）㏻り㉺して㸪すげえことすࢇ

だなࠖとឤࡌた。 
ᡭ⾡のᡂຌにᏳ心すると同時にᘵのᙅった姿ࠑ

を見るのが㎞いࠒᡭ⾡のㄝ᫂を受けながらࠕこれ

で（⭘⒆が）なくなるࢇかーࠖとᏳ心ឤを得た。

しかし㸪ᡭ⾡を⤊えたᘵが力なくᐷている姿を見

るのはࠕ㎞かった 。ࠖ 
��࠙同⬊の⑓Ẽ・⑓≧・἞⒪についての᝟ሗ  ࠚ
ࠎその時ࠒᖖにもうᑡしで἞るとᕼᮃをᣢつࠑ

のᘵのᵝ子は⪺くが㸪⑓Ẽの進行ලྜやこれから

の἞⒪方㔪などについてはヲしくᑜࡡなかった。 
▱りたいとはᛮࢃなかったですࡡー。やっࡥ▱

ると考えちࡷうから。௒からもし㸪1 年後㏥院と

か言ࢃれても㸪そࢇなに（㦫き）っていう。だか

ら㸪ನ自㌟ᑜࡡようともᛮࢃなかったし㸪もうち

ょっとだࢁう㸪もうちょっとだࢁうっていう。 
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B Ặは࢖ンターࢺࢵࢿでᘵの⑓Ẽについてㄪべ

ることもあったが㸪┠の๓にはㄪ子のいいᘵがい

るのに㸪ࠕኚにㄪべて㸪ఱかまた᎘なࢇฟてきたら㸪

それも᎘なࢇでࠝ୰␎ࠞあࢇまりㄪべࠖることは

しなかった。 
��࠙同⬊のᑵ⫋  ࠚ
Bࠒാく姿にᏳ心ࠑ Ặはᘵが㏥院してきた㡭㸪

㍍度の㌟య的な୙自由が残ったᘵのᑗ来はどうな

るのだࢁうかと心配した。しかしその後㸪ᑵ⫋し

てᬑ㏻にാくᘵを見てࠕとりあえࡎ大୔ኵだࢁうࠖ

とᏳ心していた。 
��࠙同⬊のᐶゎ  ࠚ
BẶは⌧在㸪ᐙ᪘と同ᒃࠒ⑓Ẽは㐣ཤのことࠑ

しているものの自Ꮿにいないことが多いので㸪ᘵ

とヰすᶵ఍もᑡないが㸪ᡭ⾡の後㑇⑕で㍍度では

あるが㌟య的なᅔ㞴をకうᘵをẼ㐵っている。し

かし㸪ᘵはࠕ௒ᬑ㏻に生活してる のࠖで㸪ࠕもう௒

は⑓Ẽ（のことは）ⷧ れてきてるっていうか 㸪ࠖᘵ

との関係はࠕఱもኚࢃらないࠖと㸪⑓Ẽのᙳ㡪を

ᙉくはឤࡌていなかった。 
��࠙同⬊の⨯ᝈ⤒㦂  ࠚ
まࠕ἞⒪を⤊えたᘵにᑐしてࠒᘵをᑛᩗするࠑ

あよく஌り㉺えたࠖとㆭえ㸪そࢇなᘵならࠕなࢇ

でも஌り㉺えられるࡷࡌࢇないかࠖとᑛᩗのᛕを

ᢪいていた。一方㸪ᘵを特ูᢅいすることはない

とㄒった。 
୧ぶのᅋ⤖ឤがより㧗まり㸪Bࠒ⤖ᐙ᪘のᅋࠑ

Ặと୧ぶの௰の῝まりもあった。 
（ᘵの⨯ᝈ）があったからなのか㸪もしᘵがそ

からなかったࢃな⑓Ẽにならなかったらどうかࢇ

ですけどࡡ。ࠝ ୰␎ （ࠞ௒௰いいのはᘵの⨯ᝈのᙳ

㡪）もあるようなẼがしますけどࡡー。 
��࠙同⬊とのこれから  ࠚ
たくなࡏな㎞いᛮいはしたくないし㸪さࢇあࠑ

いࠒB Ặは㸪ᘵがᬑ㏻にാいているᵝ子を見てお

り㸪ᑗ来について୙Ᏻはないとㄒった。自㌟のこ

れからのラ࢖フ࣋࢖ンࢺにᑐしても㸪ᘵの⑓Ẽの

ᙳ㡪はᇶ本的にはないが㸪ࠕこのඛఱか㸪ࡡ㸪もし

⤖፧して子どもฟ来たりఱかしてー㸪でその子ど

もとかも㸪㎞さ࿡ࡏࢃࢃたくないなࠖとᘵの⨯ᝈ

は大ኚなฟ来事であり㸪そのようなᛮいはこれ以

上ᐙ᪘にさࡏたくないとឤࡌていた。 
࡯㌟㏆なே≀には⑓Ẽになってࠒ支えが大事ࠑ

しくないが㸪もしも⑓Ẽになってしまったら㸪そ

のேを支え㸪きっと大୔ኵだとಙࡌることが大事

だとឤࡌていた。 
まーだけど㸪そこで支えれࡤ支えただけ…ࡡ

え㸪࡯らನが行ったらᏳ心してたから㸪だから…
なࢇだࢁう…まあಙ㢗してれࡤいいのかな。 

 
ϫ ⪃ᐹ 

1．きࡔ࠺ࡻいの体験とᚰ理的ཷࡅとめ 

�）同⬊の発⑓による生活のኚ化 
同⬊の⑓いははࡌめ㸪AẶにとっては実ឤのも

てない他ே事であり㸪BẶにとってはᛮいもよら

ฟ来事であった。きょうだいにとって࠙同⬊のࡠ

発⑓・デ᩿ࠚは㸪⑓いが✺↛㸪ᐙ᪘や自㌟の生活

に㝆りかかってくるయ㦂だといえる。࠙ 同⬊の発

⑓・デ᩿ࠚから࠙同⬊がධ院୰の生活ࠚにおいて

は୧者ともに㸪同⬊とぶが୙在の生活をయ㦂して

いたが㸪その受けとめには相㐪があった。AẶは㸪

ᐙ᪘生活やᐙ᪘関係のኚ化によって㸪心理的㈇担

をឤࡌたり㸪⦆⾪ᮦになࢁうとᐙ᪘内役๭をㄪ整

したりしていた。一方㸪BẶは࠙同⬊の見⯙いࠚ

にฟ向いたり㸪同⬊࡬のᑐᛂをㄪ整したりしてい

たものの㸪自㌟の生活におけるኚ化としてそれら

をㄒらࡎに㸪同⬊が最ඃඛの生活をⱞにࠕࡎࡏᬑ

㏻のことࠖとᤊえていた。 
このような相㐪が生ࡌた要ᅉの一つとして㸪同

⬊の発⑓時のきょうだいの年㱋が考えられる。当

時BẶは20ṓでാいていたが㸪AẶは15ṓの୰

学生であり㸪ᮍだぶのᗊㆤを必要とする年㱋であ

った。生活におけるᐙ᪘生活が༨める⛬度が大き

い࡯ど㸪きょうだいは㸪そのኚ化をᩄឤにឤࡌや

すいと考えられる。 
また㸪ኚ化の受けとめには㸪同⬊の㜚⑓生活を
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㏦るうえでの方㔪やᐙ᪘の┠ᶆ共有の⛬度が㐪い

をもたらしたと考える。BẶはึᮇのẁ㝵で㸪ࠑ生

きᢤけるよう♳るしかないࠒとぬᝅをỴめ㸪ᐙ᪘

も同ࡌ方向を向いて㜚⑓生活に臨ࢇでいた。一方㸪

AẶはㄝ᫂を⪺いても実ឤが‪かࡎ㸪ࡴしࢁ多く

のኚ化を㏻して῝้な≧ἣをᚎࠎに理ゎしていた。

⏣㑓・℩ᒣ・⚄⏣（2008）によると㸪子どもが発

⑓した㝿㸪ぶは㜚⑓生活の方㔪と┠ᶆをኵ፬で共

有することで㸪一ேで課題をᢪえ㎸ࡴことを㜵ࡂ㸪

ᅋ⤖して⒪㣴యไを整えていくことができるとい

う。しかし㸪きょうだいがこうしたᐙ᪘の㜚⑓や

⒪㣴における┠ᶆ共有の㍯の୰にධることは多く

ない。多くのきょうだいは㸪యไを整えることが

できないままに生活を㏦らࡤࡡならࡎ㸪こうした

≧ἣは㸪࿘りのኚ化に大きくᦂさࡪられるయ㦂に

つながると考えられる。さらに㸪このような≧ἣ

はきょうだいをᐙ᪘内でᏙ立さࡏるといえる。き

ょうだいも同⬊の㜚⑓・⒪㣴生活を共に歩ࡴᐙ᪘

の一員として㸪きょうだいにྜࡏࢃた┠ᶆのタ定

や共有がᅗられていく必要があるだࢁう。 
�）同⬊の἞⒪と⛣᳜ࢼࢻー 
A Ặは࠙⛣᳜ࢼࢻーࠚをయ㦂していた。そこで

はࠑ⨥ᝏឤと⩏務ឤ・ཱྀ にฟࡏないᛮいࠒをᢪき㸪

ᐙ᪘にẼ࡙いて࡯しいが言いたくないという▩┪

する」㞧な心理≧ἣにあった。ẕぶは㸪ࢼࢻー⛣

᳜を受けるかྰかのពᛮỴ定をAẶにጤࡡる言ⴥ

かけをしていたが㸪AẶは㑅ᢥのవᆅはないと受

けとめていた。Macleod, Whitsett, Mash & 
Pelletier（2003）は㸪ࢼࢻーೃ補となるきょうだ

いは㸪同⬊が⑓Ẽであることの㎞さをឤࡌ㸪さら

に࿘ᅖからのᮇᚅをឤࡌ取っているため㸪自由㑅

ᢥ（free choice）は㑅ᢥ⫥になりえないと㏙べて

いる。㑅ᢥ⫥のᥦ♧だけでなく㸪きょうだい自㌟

がⴱ⸨をもちながらもỴ᩿していくࣟࣉセスにᐤ

りῧい㸪最⤊的に⣡得してỴ᩿できるような࣏ࢧ

ーࢺや㸪そのためのᡭ⥆きが必要であるといえる。 
また㸪ẕぶがAẶに向けたࠗ よくやったࡡ と࠘

いう言ⴥのように㸪きょうだいがࢼࢻーとしての

自ศを⫯定されるయ㦂は㸪きょうだいが自ศのᏑ

在౯್をそこに౫Ꮡさࡏてしまうྍ⬟性をはらࢇ

でいると考える。ࢼࢻーとしての自ศに౯್をឤ

ンスや⣊とな࢚ることは㸪きょうだいのレジリࡌ

るྍ⬟性がある一方で㸪ࢼࢻーとなること࡬のࣉ

レࣕࢩࢵーやᐙ᪘におけるᏙ⊂ឤをᙉめてしまう

ྍ⬟性もある。ᑠඣࢼࢻーのၥ題は㸪関ࢃるேࠎ

のẼᣢちが交㘒する大ኚ」㞧なၥ題であり㸪それ

が必要でࢺー࣏ࢧれの立ሙをᑛ重した⣽やかなࡒ

あるといえる。 
さらに㸪⛣᳜ᡭ⾡後のྜే⑕の発⑕をAẶは自

ศのࡏいのようにឤࡌていた。ඛ行研✲でも㸪同

ᵝのことがሗ࿌されている（Macleod et al., 
ーとなることは㸪きょうだい自ࢼࢻ᳜⛣。（2003

㌟が③ࡳをకうฎ置やධ院をᙉいられ㸪同⬊の἞

⒪の一部を担う⤒㦂であり㸪同⬊の⑓いというス

ーリーにきょうだいが大きく巻き㎸まれるయ㦂ࢺ

であるといえる。自ศ自㌟でないものに生活をࢥ

ンࣟࢺーࣝされるయ㦂（ᑠᯘ㸪2013）は㸪きょう

だい自㌟のラ࢖フスࢺーリーを大きくᦂるがしう

る。きょうだい自㌟の生活や自ᕫのࢥンࣟࢺーࣝ

ឤがᦆなࢃれないよう支援することが必要だࢁう。 
 一方㸪BẶがㄒった㸪同⬊の἞⒪に関するࢸー

๣と外⛉ᡭ⾡であった。受けとめはࢇは㸪ᢠが࣐

㦫きや㎞さとして表⌧された一方㸪἞⒪とฎ置の

ᡂຌに加え㸪同⬊を͆ᬑ㏻である͇とឤࡌられる

ことはᏳ心につながるయ㦂であることが♧された。 
�）他者の理ゎ 
AẶは㸪࠙同⬊がධ院୰の生活 者のᏑ୕➨ࠑでࠚ

在がありがたいࠒとឤࡌていた。しかし㸪A Ặ自

ら࿘ᅖ࣏ࢧ࡬ーࢺを求めたというㄒりは得られな

かった。一見特ูな࣏ࢧーࢺは必要ないようにࡳ

えるきょうだいにᑐしても㸪࿘ᅖのேが⥅⥆的に

┠を向け㸪ኌをかけていくことは必要であࢁう。

また㸪AẶは͆ ⑓Ẽの理ゎ で͇はなく㸪͆ Ẽᣢちの

理ゎ͇を♧した担௵にありがたさをឤࡌていた。

同⬊の⑓いにまつࢃる᝟⥴的య㦂はᐙ᪘との間で

㉳きるものも多い。それをすべてᐙ᪘でᢪえるこ
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とは㸪きょうだいにとってもᐙ᪘にとっても容᫆

なことではないだࢁう。య㦂に共ឤし理ゎを♧す

➨୕者のᏑ在は㸪きょうだいにとって重要な࣏ࢧ

ーࢺであるといえる。 
さらに㸪୧事例において㸪య㦂した者にしかࢃ

からないឤ᝟やឤぬがあることがㄒられた。これ

は㸪きょうだいの୰に㸪⑓Ẽの同⬊をもつᐙ᪘（当

事者）としての☜かなឤ᝟やឤぬがᏑ在している

ことを♧၀している。このឤ᝟やឤぬを言ㄒ化す

るసᴗは㸪య㦂のព࿡࡙けのዎᶵとなると考える。

加えて㸪AẶは㸪同ࡌయ㦂をした者のヰが⪺ける

ᶵ఍を求めていた。これらは㸪きょうだいにᑐす

る࣏ࢧ࢔ࣆーࢺの重要性を♧၀している。௒後は㸪

㐣ཤに同⬊のධ院を⤒㦂したきょうだいと㸪⌧在

἞⒪୰の同⬊をもつきょうだいとが交ὶすること

のできるሙやᶵ఍をᥦ౪していくことも㸪検討し

ていくべきであࢁう。このようなሙでのయ㦂は㸪

同⬊が㜚⑓୰のきょうだいの୙ᏳឤやᏙ⊂ឤのప

ῶにつながるだけでなく㸪同⬊が἞⒪を⤊えたき

ょうだいが自㌟のయ㦂をᤊえなおし㸪同⬊の⑓い

を自ศのே生に఩置࡙けていくᶵ఍となると考え

られる。 
�）同⬊の㜚⑓生活と同⬊の⑓い 
୧者ともに࠙同⬊のᐶゎࠚを⤒て㸪同⬊の⑓Ẽ

は㐣ཤのこととして఩置࡙けていた。そしてそこ

には㸪同⬊が༴ᶵを஌り㉺え㸪͆ᬑ㏻ に͇㏆࡙いた

というᏳሚឤが㎸められていた。ᐙ᪘生活の立ち

直りや㸪同⬊のయㄪのᅇ᚟㸪きょうだいのᥥくᬑ

㏻の生活を同⬊が㏦れるようになることは㸪きょ

うだいに㸪㜚⑓生活を஌りษったというឤぬをも

たらすのかもしれない。しかし一方で㸪きょうだ

いは⌧在だけでなくᑗ来においても同⬊のయㄪや

ᬽらしをẼにかけていた。἞⒪を⤊えたᑠඣ⾑

ᾮ・⭘⒆⑌ᝈᝈඣに㸪後㑇⑕や㞀ᐖが残ったり㸪

ᬌᮇྜే⑕のၥ題が表れることはᑡなくない。ᐶ

ゎ後も同⬊の⑓いは⥆いており㸪そのようなၥ題

や課題と向きྜう同⬊の姿を㸪きょうだいは⌧在

も┠にする୰で㸪Ẽにかけたり支えたりしている

ことが♧された。 
 
2．ྠ⬊の⑓いのព࿡࡙ࡅ 
A Ặは㸪自㌟の࠙進㊰㑅ᢥࠚに㝿し㸪これまで

の⤒㦂を振り返り㸪ព࿡࡙けるసᴗを行っていた。

ᑗ来に向けて歩ࡳだすሙ㠃で㸪同⬊の⑓いによる

య㦂とᨵめて向きྜい自らព࿡࡙けを行えたこと

は㸪同⬊の⑓いを⣊としてその後のே生を歩ࡴこ

とにつながったと考えられる。一方㸪BẶは本研

✲のㄪᰝ以๓に㸪同⬊の⑓いについて振り返りᨵ

めてయ㦂をព࿡࡙けるᶵ఍はもっていなかった。

同⬊のධ院๓にぬᝅをỴめ㸪ࠕ↓ᡃክ୰ でࠖ㐣ごし

ていたᵝ子は㸪͆႙ኻや㏫ቃ的య㦂にᑐしてព࿡を

᥈し求めࡎに㸪⌧実生活のᑐฎにἐ頭するᅇ᚟ᚿ

向的なᑐฎ方␎ （͇Stroebe & Schut, 1999）であ

ったのかもしれない。 
A Ặは他に㸪ጒ࡬のᛮい㸪ጜとの௰㸪ᐙ᪘やぶ

᪘࡬のᛮい㸪自ศ自㌟のᑗ来㸪さらには㞴⑓やே

のṚにᑐするᛮいなど㸪多くのព࿡を࠙同⬊の⨯

ᝈ⤒㦂ࠚに見ฟしており㸪自ศ自㌟の౯್観やே

生と⤖びつくものとして㸪同⬊の⑓いを఩置࡙け

ていた。一方㸪B Ặは࠙同⬊の⨯ᝈ⤒㦂ࠚにព࿡

を見ฟしつつも㸪自ศのே生と同⬊の⑓いとを⤖

びつけるようなㄒりは得られなかった。自ᕫ࡬の

関୚という点では㸪AẶはこれから自㌟の⤒㦂を

⤫ྜしࢹ࢖࢔ンࢸィࢸィを☜立していくẁ㝵であ

ったのにᑐし㸪B Ặは年㱋的にも♫఍的にも࢖࢔

でいたことが᥎ さࢇィの⋓得や自立が進ࢸンࢹ

れ㸪このようなラ࢖フスࢸージの㐪いはព࿡࡙け

の度ྜいのᕪ␗につながったと考えられる。また㸪

これまでࡳてきたようにಶேのパーࢼࢯリࢸィや

同⬊の἞⒪࡬の関୚㸪ᐙ᪘の在り方や㸪ಶேとᐙ

᪘の発㐩ẁ㝵など㸪その他のᵝࠎな要ᅉもきょう

だいのព࿡࡙けには関㐃していると᥎ される。 
 

3．今ᚋの課題 

本研✲での▱見はᴟᑡ数のࢹータをᇶに得られ

たものであり㸪ᑠඣ⾑ᾮ・⭘⒆⑌ᝈᝈඣのきょう
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だい඲てにこれをあてはめることはできない。ま

た㸪ᵝࠎな要ᅉが心理的受けとめやព࿡࡙けにᙳ

㡪していた。௒後はよりヲ⣽に属性や要ᅉの⤫ไ

をしながら㸪ࢹータの⵳✚を行っていくことがᮃ

まれる。きょうだいのᵝ相は多✀多ᵝであること

を理ゎしたうえで㸪それࡒれのࢽーࢬのᢕᥱや支

援のᥦ౪方ἲを検討していくことが必要である。 
 

㸺ὀ㸼 

㸯）་⒪ே㢮学者のKleinman（1988/1996）が㸪་学

的に定⩏されるࠕ⑌ᝈ（disease）ࠖと༊ูしてᥦၐした㸪

ᝈ者の⤒㦂としてのࠕ⑓い（illness）ࠖ を♧したᴫᛕ。 
 
㸺௜グ㸼 本研✲は㸪2015 年度立命㤋大学文学部心理

学㡿ᇦにᥦฟした༞ᴗ論文を加➹修ṇしたものです。ㄪ

ᰝにご༠力いただいたࡳなさま㸪論文సᡂにあたりご指

導㈷りました㸪立命㤋大学 Ᏹ㒔ᐑ ༤ 教ᤵ㸪本✏のᇳ

➹にあたりご指導㈷りました㸪おⲔのỈዪ子大学 篁 倫

子 教ᤵにཌくᚚ♩⏦し上げます。 
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